
No. 書　　　　　　　　　　　　名 著　　　　者 発売予定日

1 星の教室 髙田　郁 2025年2月14日

2 きみが死んだ八月のこと（文庫） 野宮　有 2025年7月25日

3 コールドムーン  芥川　なお 2025年7月26日

4 最後の皇帝と謎解きを 犬丸　幸平 1月9日

5 あしたの肖像 岩井　圭也 1月21日

6 悪女たちのレシピ 秋吉　理香子 1月23日

7 グレタ・ニンプ 綿矢　りさ 1月27日

8 被告人、AI 中山　七里 1月28日

9 風を織る　針と剣 縫箔屋事件帖  あさの　あつこ 2月2日

10 ウチの共有不動産揉めてます！ 桂　望実 2月2日

11 暗黒の彼方 堂場　瞬一 2月13日

12 教場Ω　 刑事・風間公親 長岡　弘樹 2月18日

13 わたしのなかの  おこりんぼオニ くすのきしげのり 1月19日

14 とらのセーター 田中　映理 1月20日

山本公民館・職員がイチオシのねこのえほん。大人にも読んで欲しい！

みなさんは『なまえ』について考えたことはありますか？

この本はそんななまえについて考えさせられる本です。

町にいる１匹のねこ。なまえがありません。

でも町に住んでいるねこたちにはみんななまえを持っています。

靴屋さんのねこはレオ。ライオンって意味なんだ！といつも自慢しているそう。

昔は小さかった八百屋のチビは今箱からあふれるほどの巨大なねこ。

おおきなチビはちょっと恥ずかしそう。

いいな、なまえが欲しいな…そう思っていると、「自分で付ければいいじゃない」

とお寺のねこにアドバイスされます。

町を散策して良いなまえを探していると…。

『ああ…なまえってそういう事なんだ』と、心がジーンとする結末です。

なまえのないねこ
竹下 文子・町田 尚子

✿山本公民館 新着図書✿✿山本公民館 新着図書✿

２／２２は猫の日♪

にゃんにゃんにゃん！と

猫の本がオススメです！

2
月末発売の購入予定本は来月号に掲載します。

入荷は発売の数日後になりますが、諸事情により大幅に遅れる場合もあります。



．

木挽町のあだ討ち
永井 紗耶子

2/24～3/22まで

3月8日は餃子の日♪

餃子の本・

あま～い季節！ｽｲｰﾂの本・
イベントたくさん！

2月と3月の絵本

県立図書館本コーナー

今
月
の

オ
ス
ス
メ
本

直木賞受賞作の人情味あふれる作品。

ある雪の降る夜に芝居小屋のすぐそばで、美しい若衆・菊之助

による仇討ちがみごとに成し遂げられた。父親を殺めた下男を斬り、

その血まみれの首を高くかかげた快挙はたくさんの人々から賞賛された。

二年後、菊之助の縁者だというひとりの侍が仇討ちの顚末を知りたい

と、芝居小屋を訪れるが…。

それぞれの人生や越し方が江戸の士農工商から外れた彼らの喜びや悲

しみをしみじみ感じられます。

そして明かされる仇討ちの真相。タイトルが『あだ討ち』であることの意味は…。

未 来
湊 かなえ

ある日突然、未来の自分から一通の手紙が届く。家にも学校にも

居場所のない追い詰められた子どもたちに待つ未来とは？！

現代の子どもたちが抱える闇と、子どもという弱い立場ゆえに

どうにも出来ない彼らへの深い作者の愛情を感じます。

ぜひあとがきまでしっかりと読んでいただきたい。

より良い未来を願うばかりです。

の各コーナー

飾りずしの技術・細工ずしの技術
川澄 健

2月3日は節分ですね。近頃は西の文化『恵方巻』が人気です。

恵方巻じゃなくても、美味しく巻いちゃえばいいんじゃない？

美味しく楽しく食べられれば、きっと1年元気で過ごせます♪

川澄さんは飾りずしの第一人者。『こんなのも作れちゃうの！？』

という、びっくりなお寿司や、可愛すぎて食べるのがもったいない～

というお寿司など、見ていても楽しい一冊です。

おばあちゃん、お母さん、近所のお友達とわいわい飾りずしを

作って食べてみませんか？

大活字本コーナー

3/22まで長期

子育て応援本
コーナー



あきエコどんどんプロジェクトにご協力を！
県では、お店のレジ袋辞退や公共の施設を利用してのウォーム・クールシェアなど、環境に優しい取組み

（エコアクション）をしています。※詳しくは施設内ポスターをご覧ください。

地球温暖化防止に向けて、楽しくこつこつと継続したエコアクションにご協力ください！

12／1～3／31までウォームシェアをやっています。適切な施設利用でポイントゲットしてください。

2月14日はバレンタインデー。皆さんよーく知って

いる恋人同士が祝うイベントで愛の気持ちを伝える日ですね。

「バレンタインにチョコレートを贈る」という日本での文化が定着

したのは、約70年前にもさかのぼります。

諸説はありますが、一説には企業の広告が

きっかけとなっています。

◆チョコレートはもともと飲み物！？
古代のマヤ文明やアステカ文明では、カカオ豆をすりつぶし、水や

唐辛子、とうもろこしなどを混ぜて飲む“ショコラトル”という飲料

が主流でした。

カカオそのものは大変貴重で、王族や特権階級の特別な飲み物だった

のです。現代のメキシコでは今でも朝にチョコレートドリンクを飲む

習慣があるほどです。

また、日本にチョコレートが伝わった際も、砂糖と一緒にお湯に溶か

して飲む薬のような使われ方をしていました。

◆カカオ豆は古代メソアメリカでは通貨！
カカオ豆は古代メソアメリカで通貨として使われていました。

カカオ豆が当時とても貴重で保存が効き、持ち運びもしやすい

ことから、様々な品物やサービスとの交換に適していたためです。

実際にアステカやマヤの時代には、うさぎや七面鳥、さらには奴隷

一人に至るまで、カカオ豆の粒数で価値が決められていました。

例えば、七面鳥の卵がカカオ豆3粒、奴隷1人が100粒といった

具体的な相場が残っています。

こうしたカカオ豆の利用はスペイン人到来後も続き、

労働者の報酬や罰金の支払いにも使われていました。

◆古代では薬！

実は古代で薬としても使われていたという意外な事実があります。

なぜなら、カカオは高い栄養価を持ち、「神の食べ物」と呼ばれていた

うえ、あらゆる病気や不調の治療に使われた歴史があるからです。

例えば、古代メソアメリカのマヤやアステカ文明では、チョコレート

は飲み物として親しまれ、薬草と混ぜて歯痛や喉の炎症、腹痛、解熱、

毒消し、さらには催乳など、さまざまな症状に効く万能薬とされていま

した。

このため、今のようなお菓子というよりも、むしろ貴族や

王族が健康維持のために飲む医薬品としての役割が強かった

のです。

やまもとこうみんかんだよりやまもとこうみんかんだより

◆「チョコを食べ過ぎると鼻血が出る」は科学的根拠がない
「チョコを食べ過ぎると鼻血が出る」という説には、科学的な

根拠はありません。

鼻血は主に鼻の粘膜や毛細血管が傷ついたり、刺激を受けた

りすることで発生するものです。

チョコレート自体に鼻血を直接引き起こす成分は含まれてい

ません。

確かに、チョコレートには血流を一時的に促進するポリフェノールやテオブロミ

ンなどの成分がありますが、これが鼻血の原因になるという医学的根拠は示され

ていません。

◆世界で1番チョコレートを食べる国は「スイス」

世界で1番チョコレートを食べる国は「スイス」です。

国民一人当たりの年間消費量は約9～12kgとされており、日本人の数倍以上にも

なります。

その背景には、スイスが1870年代に世界で初めてミルクチョコレートを開発

したこと、国内で質の高いブランド（リンツ、ネスレなど）が多く存在すること、

また日常的に家族や仲間とチョコレートを楽しむ習慣が深く根付いている点が

挙げられます。

食事やおやつの際にも気軽にチョコレートを楽しむ習慣が一般的です。

◆チョコレートの漢字表記は「当て字」でいくつか存在する
チョコレートの漢字表記は「貯古齢糖」「猪口令糖」「千代古齢糖」「知古辣」

「楂古聿」「猪口冷糖」「知古辣他」「貯古令糖」「貯古冷糖」「猪口齢糖」

「血汚齢糖」「千代古令糖」など、実は12種類ほどもあります。

明治時代に西洋菓子のチョコレートが日本に入ってきた際、カタカナ表記が

まだ普及しておらず、音に近い漢字を強引に当てはめて表現していたためです。

商品広告や文学作品などで様々な表記が使われました。

当時はチョコレートが高価な洋菓子で身近でなかったこともあり、「血汚齢糖」

など、誤解や噂が元になった字もあります。

◆ヘンゼルとグレーテルのお菓子の家にチョコレートはない

子供の時に読んだ絵本で、ヘンゼルとグレーテルのお菓子の家にときめいた人は

多いでしょう。

お菓子の家を思い浮かべたとき、屋根やドアに

チョコレートを使った家を思い浮かべる人も多い

のではないでしょうか。

しかし意外なことに、ヘンゼルとグレーテルの

お菓子の家は、屋根と壁がジンジャーブレッド

などの焼き菓子、窓は透き通ったお砂糖（飴）で、

チョコレートは使われていません。

日本人の「お菓子の家＝チョコレート」の

イメージができたのは、明治生まれの詩人

西条八十の詩「お菓子の家」に「屋根の瓦はチョコレイト」の一節があったため

かもしれません。とはいえ、この詩はヘンゼルとグレーテルとは無関係です。

節分だし！

チョコっと豆知識！
バレンタインだし！

今月の新刊・解説カード





先月までのバックナンバーリスト


